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キーワード パネルダンパー  CLT  片持ち壁型  大規模中層木造建築  面内せん断試験 
 

概  要 
 
 
 

 
近年，脱炭素社会の実現に向けて建築分野における木材の利用が推進されている．2010 年に「公共建築物等におけ

る木材の利用の促進に関する法律」が制定されるなど法整備が進み，民間の取り組みも加速している． 
一方，日本の各地で大地震による被害が発生したことで建築物の耐震性能への関心が高まっており，木造建築物にお

いても高い制振性能を要求されるケースが増加している．しかし，木造建築の制振システムは，戸建て住宅など小規模

建築を対象としたものが主であり，今後需要の拡大が期待される大規模中層建築を対象としたものは少ない． 
そこで筆者らは，大規模中層木造建築を対象とした制振システムの開発を進め，性能確認実験を行った．本報では，

制振システムの概要および実験結果について報告する．  
 

成  果 
 
 
 

 

 CLTによる片持ち壁型の支持部材、鋼製のパネルダンパー、接合部材を組み合わせた制振システムを構築した． 
 性能確認実験から得られた試験体の荷重‐層間変形角関係に基づき、制振システムの剛性および短期許容せん断耐

力を評価した。 
 制振システムの剛性および短期許容せん断耐力について，(株)コンステック、西松建設(株)と共同で第三者機関によ

る評価を取得した．これにより許容応力度設計（構造計算ルート2）への適用が可能となった。 
 

 
 
 

 
 

(a) 全体                          (b) パネルダンパー 

図－１ 制振システムの概要 
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図－３ 荷重‐パネルダンパー変位関係 

図－２ 荷重‐層間変形角関係 

-100

-50

0

50

100

-60 -40 -20 0 20 40 60

荷
重

(k
N

)

パネルダンパー変位 (mm)

ix ixとびしま技報　№70（2022）


